
令和６年度 第１回 越前市下水道事業推進対策協議会 

 

 

日時：令和６年５月３０日(木) 午後３時００分～ 

場所：越前市水循環センター 会議室 
 

 

次  第 

 

 

１ 挨拶 

 

 

 ２ 議題 

 

（１）越前市下水道事業経営戦略の改定について 

・経営戦略について 

・経営戦略の改定のポイントと市下水道事業の現状 

 

 

 （２）今後のスケジュールについて             

      令和６年度第１回検討部会(学識経験者会) 

         ７月上旬 午後（予定） 

 

      令和６年度第２回協議会(全体会) 

 ８月上旬 午後（予定） 

 

 

 

 ３ その他 
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資料 １

越前市下水道事業経営戦略改定
について

第1回 越前市下水道事業推進対策協議会

越前市上下水道課

（１）越前市下水道経営戦略
改定について

1



経営戦略について

・将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期
的な経営の基本計画である「経営戦略」の策定を要請

①総務省通知（平成26年8月29日）

・「経営戦略策定ガイドライン」公表

・地方財政措置において経営戦略策定を要件化

②総務省通知（平成2８年１月2６日）
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越前市の経営戦略について

越前市上下水道事業経営戦略の策定（平成29年3月）

平成２９年度から令和８年度の１０年間

汚水処理人口普及率１００％を目標

下水道管路施設・・・下水道未普及地域の早期解消

処理場施設・・・今後の流入水量の増加を見込み、
増設工事や長寿命化

上記を盛り込んだ投資財政計画を作成。

計画期間

主な内容
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市下水道整備基本構想

市公共下水道全体計画

市公共下水道事業計画

市下水道事業経営戦略

市総合計画 福井県汚水処理施設整備構想

市ストックマネジメント計画

越前市の経営戦略の位置づけ

政策２５
「暮らしを支える上下水道」
・維持管理、普及
・経営規模の強化

令和５年３月に策定

下水道
事 業
の

計 画
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経営戦略の改定の必要性①

更なる経営改革の推進

・令和7年度までに見直し率100％を要請
・地方財政措置について、質を高めるための取組を盛り込んだ
経営戦略の改定を要件化

③総務省通知（令和３年１月2２日、令和4年1月25日）

国土交通省通知（令和2年3月３１日）

・国庫補助金の要件を追加
・5年に一回の頻度で下水道使用料の改定の必要性の検証
・経費回収率の向上に向けたロードマップを策定
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経営戦略の改定の必要性②

・ 令和２年４月１日に公営企業法適用したことにより、経営状況が明確

になったこと。

・ ３～５年に一度見直しが必要であること。

令和４年度（令和５年３月）一部見直したが、総務省の要件を満たしていない。

・ 投資財政計画の整備内容が当時の事業内容と変わっていること。

・ 社会情勢の影響により、人口推移や排水量、物価上昇等の見込みに

実態と乖離が出ている。

現行の越前市経営戦略の課題
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経営戦略の改定の必要性③

令和６年度に経営戦略の改定を行います。

更なる経営基盤の強化

衛生的な生活環境を提供し、将来にわたって
持続可能で安心安全な下水道事業を

実現するため
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経営戦略の改定のポイント

① 今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映

②
施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更新費用の
的確な反映

③ 物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の
上昇傾向の的確な反映

④ ①②③等を反映した上で収支を維持する経営改革の検討

令和４年１月２５日付総務省通知

⑤
①～④の事項を情勢変化に合わせ的確に反映できるよう、
経営戦略は「3～５年毎に改定すること」
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越前市の下水道事業
• 越前市下水道は、以下青色部分の5事業となります。

下水道法上の下水道

公共下水道（狭義）

特定公共下水道

特定環境保全公共下水道

農業集落排水施設

林業集落排水施設

特定地域生活排水処理施設
（戸別公共浄化槽）

個人設置型浄化槽

漁業集落排水施設

他の法令によるもの

公共下水道

流域下水道

都市下水路

改定のポイント①
使用料収入の的確な反映
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越前市の下水道事業
改定のポイント①

使用料収入の的確な反映
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越前市の下水道事業
改定のポイント①

使用料収入の的確な反映
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処理区域と処理場 改定のポイント①
使用料収入の的確な反映
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R5.3.31現在 処理場 事業開始 管路延長 整備率 水洗化率

公共＋特環下水道 3か所 昭和55年 約499㎞ 87.7% 89.5%

農林業集落排水 7か所 昭和62年 約44km 100.0% 89.7%

戸別公共浄化槽 415基（浄化槽） 平成15年 － 100.0% 90.4%

計 約507km

整備状況
改定のポイント①

使用料収入の的確な反映
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汚水処理人口普及率の推移

実績 目標

※ 汚水処理人口普及率

汚水処理施設の処理人口
総人口

＝

下水道の普及状況
改定のポイント①

使用料収入の的確な反映

全国平均 ：92.9％
福井県平均:97.4％

4％は
切替困難

世帯
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83.5%

84.7%
85.8%

86.5%

87.3%

87.8% 88.7%

89.5%

85.0%
85.5%

86.0%

87.1%
87.8%

88.4%

89.2%

90.0%

80.0%

85.0%

90.0%

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

水洗化率の推移

実績 目標

※ 水洗化率

下水道使用世帯 .

下水道使用可能世帯

水洗化の状況
改定のポイント①

使用料収入の的確な反映

全国平均 ：95.8％
福井県平均:92.9％
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人口の推移
改定のポイント①

使用料収入の的確な反映
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行政区域内人口の予測

実績 トレンド予測 社人研 人口ビジョン推計値

各推計値の結果は、以下のとおりです。

※図中の数値は、上段：トレンド予測、中段：社人研、下段：人口ビジョン推計値

79,615人
73,577人
78,842人 75,787人

69,359人
75,890人

(目標年次)
70,327人
65,075人
72,669人

63,731人
60,663人
69,161人

57,188人
56,254人
65,635人

R7

R12

R17
R22

R27

行政区域内人口の予測① 改定のポイント①
使用料収入の的確な反映
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基本構想で設定する行政区域内人口は、以下の事項を考慮し、「人口ビジョ

ン推計値」を採用します。

回帰式による推計では、移動率や出生率等、越前市の実態の反映が不十

分であること。

社人研の推計では、国勢調査に基づく人口を使用しているが、越前市では、

住民基本台帳に基づく人口推計が実態に即していること。

人口ビジョンでは、越前市の人口動態等を反映し、人口を推計しているこ

と。

令和17（2035）年

行政区域内人口：72,669→73,000人

行政区域内人口の予測② 改定のポイント①
使用料収入の的確な反映
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使用料の推移
※税込 ※R５、R６は予算額

改定のポイント①
使用料収入の的確な反映
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経営戦略の改定のポイント

① 今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映

②
施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更新費用の
的確な反映

③ 物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の
上昇傾向の的確な反映

④ ①②③等を反映した上で収支を維持する経営改革の検討

令和４年１月２５日付総務省通知

⑤
①～④の事項を情勢変化に合わせ的確に反映できるよう、
経営戦略は「3～５年毎に改定すること」
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下水道管渠の状況
改定のポイント②

老朽化を踏まえた費用の反映

耐用年数を超えた下水道管の割合全体の1％未満
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■処理場：3施設

■各施設における資産の割合

工種によって多少の違いはあるが、全資産の60～75％を
家久浄化センターの資産が占めている状況である。

公共下水道処理場施設の概要 改定のポイント②
老朽化を踏まえ
た費用の反映

6,750
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家久浄化センターの改築・更新

①R3,4 中央監視装置更新(3階)
②R5,6 No.2汚水ポンプ整備

No.3汚水ポンプ更新(地下1階)

③R5,6 汚泥搬送設備更新(1階)④R6,7 自家発電設備更新(1階)

緑色：更新済
赤色：更新中(予算措置済)
青色：R7以降の更新予定

脱臭設備更新

脱臭設備更新
揚砂機更新

受変電設備更新

改定のポイント②
老朽化を踏まえ
た費用の反映
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家久浄化センターの耐震性能

水処理棟

汚泥
管理棟

水処理棟
R5 耐震診断実施

建築、土木施設とも耐震性なし
R6 建築補強基本設計（予定）

汚泥管理棟
R４ 耐震診断実施

耐震性あり

沈砂池ポンプ棟、分水槽
R４ 耐震診断実施 耐震性なし
R５ 沈砂池ポンプ棟の耐震補強設計の実施

水処理棟

汚泥
管理棟

沈砂池ポンプ棟
分水槽

機械濃縮
棟

下水道施設の耐震化
改定のポイント②

老朽化を踏まえた費用の反映
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経営戦略の改定のポイント

① 今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映

②
施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更新費用の
的確な反映

③ 物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の
上昇傾向の的確な反映

④ ①②③等を反映した上で収支を維持する経営改革の検討

令和４年１月２５日付総務省通知

⑤
①～④の事項を情勢変化に合わせ的確に反映できるよう、
経営戦略は「3～５年毎に改定すること」
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物価上昇の見込み
改定のポイント③

物価上昇等の的確な反映
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物価上昇の参考資料
改定のポイント③

物価上昇等の的確な反映
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経営戦略の改定のポイント

① 今後の人口減少等を加味した料金収入の的確な反映

②
施設の老朽化を踏まえた将来における所要の更新費用の
的確な反映

③ 物価上昇等を反映した維持管理費、委託費、動力費等の
上昇傾向の的確な反映

④ ①②③等を反映した上で収支を維持する経営改革の検討

令和４年１月２５日付総務省通知

⑤
①～④の事項を情勢変化に合わせ的確に反映できるよう、
経営戦略は「3～５年毎に改定すること」
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下水道事業の経営状況

越前市下水道事業会計 R6当初予算書より

改定のポイント④
①②③を反映した経営改革の検討
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経営状況の見込 改定のポイント④
①②③を反映した経営改革の検討

令和４年度経費回収率 ９２．１％

（ 下水道使用料 / 汚水処理費 ）

経費回収率１００％を目指して

経費回収率

減少
傾向

増加
傾向
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経営改革を反映した経営戦略の策定

適正な使用料の
検討

民間委託など
抜本的な改革

経費回収率の向上
に向けたロード
マップの作成

徹底した経費削減

経営戦略
の改定
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（２）今後のスケジュール
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